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1.と き 令和 3年 4月 22日 (木 午後 2時～ 4時  (総会終了後開始 )

2.と ころ :  立花北生涯学習プラザ

尼崎市塚回町 3丁 目39
階 ホール  (阪急塚鰯駅 北西 )

7  TEL 06-642′ -6741
五合橋緑

'`合

 停留所 :阪 1榛バス「立花公民館」

3.テーマ:  丸轟築港と尾崎築港一近4t屈崎の海面埋立事業一

4.講演内容 : 尼崎臨海工業地帯形成の i

尼崎築港としヽう2つの大リ

後者は事業を成功させ尼 1

前者は着工に至らず事業 |

築港事業の解説を中心に、

だ当|■
―
r― ■5.講師 :   雇崎市立歴史博物館

講師プ回フィール

8.費用 : 会員無料、 会員外

神戸大学文学部史学科で日本近代糞を専攻。 卒業後すぐに尼崎市教育委員会に

学芸員として採用され、博物館建設事業や文化財保護事業に従事し、現在に至る。
この間、大阪歴史博物館資料評価委旱や文部科学省科学研究費爾助金特定研究
領域A「圏本近代産業史の実証的研究班」研究補助員等を歴任。 共著 口分担

執筆:こ 騰 物館学史研究事剣  (雄軸閣)、 『阪神沿線まちと文化の 110年』

(神戸新聞総合出版センター)、 『写真アルバム尼崎の昭和』 (樹林舎)、 論文に
「第 1国内国勧業博覧会の展示館に相する研究」 (全 日本博物館学会機関紙

『博物館学雑誌』所収)、 「尼崎0産業遺産と調査研究の歩み」 (近畿産業考古学
会機関紙『近畿の産業遺産』所収)極 ど

6.申込先 ;  尾崎市立歴史博物館  |(文化財担当)

電  言琶 06-648b-9801~     ~~                   |                             .

ファクス 06-6489-9800
受付開始 4月 5目 (月 )よ り

7.定員    60 名       |

量程で、大正期に 1ま丸島築港、昭和初期には

現榎埋め立て事業が計画されました。

時臨海工業地帯の基礎を築きましたが、

ま失敗 しました。 尼崎における 2つの

,尼崎臨海工業地帯形成の歴史を紹介 します。
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主催 尼崎郷土史研究会


